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緑の地球新聞

森
林
破
壊
の
現
状
と
要
因
、

　
　
私
た
ち
に
も
た
ら
す
影
響

森
林
破
壊
と
は
、
森
林
伐
採
や
森
林
火
災
な
ど
に
よ
る
森
林
面
積
の
減
少
を
言
い

ま
す
。
自
然
界
は
自
ら
回
復
す
る
力
を
有
し
て
い
ま
す
が
、
そ
れ
を
上
回
る
ス
ピ
ー

ド
で
森
林
伐
採
や
森
林
火
災
に
よ
る
焼
失
な
ど
が
進
行
す
る
と
、
森
林
面
積
は
減
少

し
て
い
く
一
方
に
な
り
ま
す
。

森
林
破
壊
は
、
単
に
樹
木
が
失
わ
れ
る
だ
け
で
な
く
、
動
植
物
の
生
態
系
や
人
々

の
生
活
に
も
大
き
な
影
響
を
及
ぼ
し
ま
す
。
ま
た
、
地
球
温
暖
化
を
さ
ら
に
進
行
さ

せ
る
原
因
に
も
な
り
ま
す
。
本
年
は
緑
の
地
球
防
衛
基
金
が
発
足
し
て
40
年
目
の
節

目
の
年
で
す
。
森
林
破
壊
の
現
状
と
そ
の
要
因
、
私
た
ち
に
も
た
ら
す
影
響
等
を
検

証
し
、
植
林
活
動
を
通
じ
て
「
み
ど
り
」
の
回
復
に
取
り
組
ん
で
き
た
当
基
金
の
活

動
の
意
義
等
を
振
り
返
っ
て
み
る
こ
と
と
し
ま
す
。

世
界
で
は
森
林
面
積
の
減
少
が
続
い
て

い
ま
す
。
国
連
食
糧
農
業
機
関
（
Ｆ
Ａ
Ｏ
）

公
表
の
「
世
界
森
林
資
源
評
価
２
０
２
０
」

に
よ
る
と
、
２
０
２
０
年
の
世
界
の
森
林

面
積
は
約
40
億
６
，
０
０
０
万
ヘ
ク
タ
ー

ル
で
あ
り
、
１
９
９
０
年
以
降
２
０
２
０

年
ま
で
の
30
年
間
の
合
計
で
、
１
億
７
，

８
０
０
万
ヘ
ク
タ
ー
ル
も
の
森
林
が
減
少

し
た
と
の
こ
と
で
す
。
日
本
の
国
土
面
積

が
約
３
，
７
０
０
万
ヘ
ク
タ
ー
ル
で
す
の

で
、
30
年
間
で
、
実
に
日
本
の
国
土
面
積

の
５
倍
も
の
森
林
が
減
少
し
て
い
ま
す
。

森
林
面
積
の
減
少
ペ
ー
ス
は
、
表
の
と

お
り
、
１
９
９
０
～
２
０
０
０
年
が
年
平

均
７
８
４
万
ヘ
ク
タ
ー
ル
、
２
０
０
０
～

２
０
１
０
年
が
年
平
均
５
１
７
万
ヘ
ク

タ
ー
ル
、
２
０
１
０
～
２
０
２
０
年
が
年

１
．
森
林
破
壊
の
現
状

平
均
４
７
４
万
ヘ
ク
タ
ー
ル
と
若
干
鈍
化

し
つ
つ
あ
り
ま
す
。
植
林
な
ど
に
よ
り
一
部

の
地
域
で
森
林
が
増
加
し
た
こ
と
が
要
因

で
す
が
、
今
な
お
、
森
林
破
壊
に
歯
止
め

が
か
か
っ
て
は
い
ま
せ
ん
。（
表
「
10
年
ご

と
の
世
界
の
森
林
面
積
の
純
変
化
」
参
照
）

（
1
）
森
林
の
農
地
な
ど
へ
の
転
用

世
界
的
な
食
糧
や
バ
イ
オ
燃
料
等
の

需
要
増
加
に
よ
り
、森
林
が
伐
採
さ
れ
て
、

農
地
や
牧
場
な
ど
の
他
の
用
途
へ
転
用
さ

れ
て
い
ま
す
。

例
え
ば
東
南
ア
ジ
ア
で
は
、
パ
ー
ム
油

を
生
産
す
る
た
め
、
ア
ブ
ラ
ヤ
シ
農
園
の

拡
大
に
よ
る
森
林
破
壊
が
顕
著
で
す
。
中

で
も
、
マ
レ
ー
シ
ア
、
イ
ン
ド
ネ
シ
ア
、
ブ

ル
ネ
イ
に
ま
た
が
る
ア
ジ
ア
最
大
の
島
カ
リ

マ
ン
タ
ン
島
（
ボ
ル
ネ
オ
島
）
の
熱
帯
雨
林

の
減
少
が
深
刻
で
す
。
Ｗ
Ｗ
Ｆ
（
世
界
自

然
保
護
基
金
）
ジ
ャ
パ
ン
の
報
告
で
は
、
ア

ブ
ラ
ヤ
シ
農
園
の
拡
大
に
よ
っ
て
森
林
伐

採
が
進
み
、
熱
帯
林
の
面
積
が
、
２
０
１
５

年
に
は
も
と
も
と
の
約
３
分
の
１
に
ま
で

減
少
し
た
こ
と
が
伝
え
ら
れ
て
い
ま
す
。

パ
ー
ム
油
は
、
多
く
の
加
工
食
品
や
洗

剤
、
化
粧
品
な
ど
に
使
わ
れ
る
ほ
か
、
近

２
．
森
林
破
壊
の
要
因

（写真１）パーム油生産拡大のため、森林を切り開いて作
られるアブラヤシ農園。（写真提供：サラヤ株式会社）

1990年〜2020年の30年間に世界の森林は約1億7800万
ha減少しました。減少速度は鈍下していますが、森林破壊に
歯止めはかかっていません。

〈表〉10年ごとの世界の森林面積の純変化

1990-2000年平均
（出典：世界森林資源評価2020）
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年
は
バ
イ
オ
マ
ス
発
電
の
燃
料
と
し
て
も

利
用
さ
れ
て
お
り
、
世
界
で
最
も
消
費
さ

れ
て
い
る
植
物
油
で
す
。
こ
の
パ
ー
ム
油

生
産
の
拡
大
は
、
同
時
に
熱
帯
雨
林
の
伐

採
を
進
行
さ
せ
、
そ
こ
を
住
処
に
し
て
い

る
動
植
物
に
深
刻
な
影
響
を
及
ぼ
し
ま
す
。

農
地
転
用
は
、
パ
ー
ム
油
に
限
り
ま
せ

ん
。
ブ
ラ
ジ
ル
・
ア
マ
ゾ
ン
で
は
経
済
優

先
の
ボ
ル
ソ
ナ
ロ
政
権
下
、
サ
ト
ウ
キ
ビ

農
園
や
牧
場
な
ど
へ
の
転
換
が
顕
著
で
す
。

（
2
）
燃
料
用
木
材
の
過
剰
な
採
取

開
発
途
上
国
で
は
、
現
在
で
も
日
常
生

活
の
燃
料
と
し
て
薪
や
炭
を
利
用
し
て
お

り
、
そ
の
た
め
に
森
林
が
伐
採
さ
れ
て
い

ま
す
。
人
口
増
加
な
ど
の
原
因
に
よ
り
、

伐
採
の
ペ
ー
ス
に
森
林
回
復
の
ス
ピ
ー
ド

が
追
い
付
か
ず
、
森
林
の
減
少
や
劣
化
が

起
こ
っ
て
い
ま
す
。

当
基
金
が
、
長
年
ア
フ
リ
カ
・
タ
ン
ザ

ニ
ア
で
実
施
し
て
き
た
植
林
事
業
や
、
資

金
助
成
し
て
き
た
ネ
パ
ー
ル
で
の
植
林
事

業
も
、
こ
う
し
た
森
林
の
減
少
や
劣
化
に

対
処
し
た
も
の
で
し
た
。

（
3
）
非
伝
統
的
な
焼
畑
農
業
の
増
加

焼
畑
農
業
と
は
、
森
林
や
原
野
を
刈
り

払
い
、
倒
し
た
樹
木
や
草
木
な
ど
を
燃
や

し
て
、
陸
稲
、
イ
モ
類
、
雑
穀
類
な
ど
を
栽

培
す
る
伝
統
的
な
農
業
の
手
法
で
す
。
数

年
間
農
地
と
し
て
利
用
し
た
後
、
別
の
場

所
に
移
動
し
、
自
然
の
回
復
力
で
森
林
に

戻
す
と
い
う
サ
イ
ク
ル
を
繰
り
返
し
ま
す
。

し
か
し
近
年
、
人
口
増
加
な
ど
に
よ

り
、
植
生
が
き
ち
ん
と
回
復
す
る
の
を
待

た
ず
に
、
再
び
草
木
を
焼
き
払
う
焼
畑
が

途
上
国
を
中
心
に
頻
発
し
て
い
ま
す
。
森

林
が
回
復
し
な
い
う
ち
に
再
び
焼
い
て
し

ま
う
と
、
土
地
の
地
力
が
劣
化
し
て
し
ま

い
、
森
林
が
再
生
し
な
く
な
り
ま
す
。

こ
う
し
た
持
続
可
能
で
な
い
非
伝
統

的
な
焼
畑
農
業
の
拡
大
が
、
森
林
破
壊
の

大
き
な
原
因
の
１
つ
に
な
っ
て
い
る
と
言

わ
れ
て
い
ま
す
。

（
4
）
違
法
伐
採

各
国
政
府
は
、
森
林
を
守
る
た
め
、
伐

採
で
き
る
木
材
の
量
や
面
積
、
伐
採
を
禁

じ
る
区
域
な
ど
を
法
令
で
定
め
て
い
ま
す
。

し
か
し
、
そ
れ
ら
法
令
を
守
ら
ず
に
森
林

を
伐
採
す
る
行
為
が
「
違
法
伐
採
」
で
す
。

違
法
伐
採
の
規
模
に
関
し
て
正
確
な
数

字
を
把
握
す
る
こ
と
は
困
難
で
す
。し
か
し
、

国
際
森
林
研
究
機
関
連
合
（
Ｉ
Ｕ
Ｆ
Ｒ
Ｏ
）

に
よ
る
と
、
丸
太
と
製
材
に
係
る
違
法
伐

採
木
材
の
貿
易
額
は
世
界
全
体
で
63
億
米

ド
ル
と
さ
れ
て
い
ま
す
（
環
境
省
公
表
）。

違
法
伐
採
が
引
き
起
こ
す
問
題
は
、
森

林
破
壊
に
と
ど
ま
り
ま
せ
ん
。
ア
マ
ゾ
ン

な
ど
が
典
型
で
す
が
、
違
法
伐
採
・
土
地

収
奪
に
よ
っ
て
森
林
に
依
存
す
る
先
住
民

の
暮
ら
し
や
文
化
が
破
壊
さ
れ
て
い
ま

す
。
ま
た
、
コ
ス
ト
を
か
け
ず
に
生
産
さ

れ
た
違
法
伐
採
木
材
が
、
不
当
に
安
い
価

格
で
国
際
市
場
に
流
通
す
る
こ
と
で
、
持

続
可
能
な
森
林
経
営
を
阻
害
す
る
こ
と
が

指
摘
さ
れ
て
い
ま
す
。

（
5
）
森
林
火
災
に
よ
る
焼
失

森
林
火
災
に
よ
る
森
林
面
積
の
消
失

も
、
森
林
破
壊
の
大
き
な
原
因
の
１
つ
に

数
え
ら
れ
ま
す
。

近
年
、
ア
マ
ゾ
ン
や
オ
ー
ス
ト
ラ
リ
ア

等
を
始
め
、
世
界
中
で
大
規
模
火
災
の

ニ
ュ
ー
ス
が
報
じ
ら
れ
て
い
ま
す
。
オ
ー

ス
ト
ラ
リ
ア
で
は
、
２
０
１
９
年
か
ら
翌

年
に
か
け
て
大
規
模
な
森
林
火
災
が
発
生

し
ま
し
た
。生
態
系
へ
の
影
響
も
甚
大
で
、

コ
ア
ラ
は
総
数
の
３
分
の
１
が
死
亡
し
た

と
伝
え
ら
れ
ま
し
た
。

ブ
ラ
ジ
ル
・
ア
マ
ゾ
ン
熱
帯
雨
林
地
域

で
も
、
２
０
１
９
年
に
森
林
火
災
が
多
数

発
生
し
ま
し
た
。
ブ
ラ
ジ
ル
国
立
宇
宙
研

究
所
（
Ｉ
Ｎ
Ｐ
Ｅ
）
は
、
２
０
１
９
年
の

１
年
間
で
過
去
最
高
と
な
る
７
万
２
，

８
４
３
件
の
火
災
を
報
告
し
て
い
ま
す
。

こ
う
し
た
森
林
火
災
の
原
因
は
、
自
然

発
火
と
人
為
的
原
因
の
２
つ
に
大
別
が
で

き
ま
す
。

自
然
発
火
の
例
と
し
て
、
前
述
し
た

オ
ー
ス
ト
ラ
リ
ア
の
大
規
模
森
林
火
災

や
、
２
０
２
１
年
夏
に
ア
メ
リ
カ
の
カ
リ

フ
ォ
ル
ニ
ア
州
で
発
生
し
た
山
火
事
が
挙

げ
ら
れ
ま
す
。
猛
暑
に
よ
る
乾
燥
に
よ
っ

て
落
ち
葉
や
枯
れ
草
の
水
分
が
失
わ
れ
、

風
が
吹
く
こ
と
で
枯
れ
葉
同
士
が
摩
擦
し

て
種
火
が
生
じ
、
ほ
か
の
乾
燥
し
た
枯
れ

葉
や
枯
れ
草
へ
と
燃
え
移
る
こ
と
で
、
火

災
が
広
が
り
ま
す
。
ま
た
、
カ
リ
フ
ォ
ル

ニ
ア
州
の
例
で
は
、
火
災
の
発
端
が
落
雷

で
あ
っ
た
こ
と
が
報
告
さ
れ
て
い
ま
す
。

（写真２）アブラヤシの実。パーム油は、日本では「植物
性油脂」等と表示され、流通しているため、身の回りで
パーム油が多く使われていることが、消費者に認識さ
れていません。（写真提供:熱帯林行動ネットワーク）

（写真３）焼畑は過剰に行われなければ問題ありません。
しかし、休耕期間が短いと森林は再生能力を失います。

（写真４）アマゾンの大規模火災。火災の多くが農牧地
拡大のための野焼きが原因と見られています。
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当
基
金
は
、発
足
後
、タ
イ
、ネ
パ
ー
ル
、

タ
ン
ザ
ニ
ア
、
ベ
ト
ナ
ム
、
中
国
で
次
々

と
植
林
事
業
を
実
施
し
て
き
ま
し
た
。
ま

た
、
１
９
８
５
年
度
の
国
際
森
林
年
に
は

ザ
ン
ビ
ア
、
タ
ン
ザ
ニ
ア
、
セ
ネ
ガ
ル
、
ニ

ジ
ェ
ー
ル
の
ア
フ
リ
カ
４
か
国
に
植
林
用

車
両
と
機
材
を
支
援
す
る
な
ど
、
必
要
な

資
材
供
与
に
も
取
り
組
ん
で
き
ま
し
た
。

さ
ら
に
、
数
多
く
の
国
際
セ
ミ
ナ
ー
や
シ

ン
ポ
ジ
ウ
ム
な
ど
も
開
催
し
て
き
ま
し
た
。

『
次
の
世
代
へ
緑
の
地
球
を
贈
ろ
う
』
を

ス
ロ
ー
ガ
ン
と
し
て
、
植
林
活
動
を
通
じ

て
「
み
ど
り
」
の
回
復
に
取
り
組
ん
だ
当

基
金
の
、
こ
の
40
年
間
の
様
々
な
活
動
は
、

大
き
な
意
義
が
あ
っ
た
と
考
え
て
い
ま
す
。

し
か
し
、
前
述
し
た
よ
う
に
、
世
界
の

森
林
破
壊
は
今
な
お
深
刻
な
状
況
に
あ
り

ま
す
。
当
基
金
は
、
今
後
と
も
森
林
破
壊

の
現
状
等
を
訴
え
、
植
林
活
動
を
続
け
て

い
く
所
存
で
す
。

一
方
、
人
為
的
原
因
の
例
と
し
て
、
前

述
し
た
ア
マ
ゾ
ン
の
大
規
模
森
林
火
災
が

挙
げ
ら
れ
ま
す
。
同
地
域
で
生
じ
た
火
災

の
多
く
は
、
森
林
伐
採
と
野
焼
き
に
よ
る

も
の
と
の
見
方
が
有
力
で
す
。

な
お
、
多
く
の
森
林
破
壊
で
は
、
以
上

の
要
因
が
複
合
的
に
合
わ
さ
っ
て
、
よ
り

被
害
を
大
き
く
し
て
い
ま
す
。
ま
た
、
上

記
以
外
に
、
戦
争
に
よ
る
大
規
模
な
荒
廃

も
、
森
林
破
壊
の
大
き
な
要
因
で
す
。

（
1
）�

生
態
系
を
破
壊
し
、
野
生
生
物
を

絶
滅
の
危
機
に
追
い
や
る

森
林
の
減
少
は
、
動
植
物
の
生
態
系
を

破
壊
し
、
多
く
の
野
生
生
物
を
絶
滅
の
危

機
に
追
い
や
る
原
因
に
な
り
ま
す
。
絶
滅

し
た
種
は
、
二
度
と
地
球
上
に
現
れ
ま
せ

ん
。
生
物
多
様
性
を
確
保
す
る
観
点
か
ら

も
、
森
林
破
壊
は
重
大
問
題
で
す
。

中
で
も
深
刻
な
問
題
が
熱
帯
雨
林
の

消
失
で
す
。国
立
環
境
研
究
所
に
よ
れ
ば
、

熱
帯
雨
林
が
地
球
の
陸
地
に
占
め
る
割
合

は
７
％
に
過
ぎ
ま
せ
ん
。
し
か
し
、
そ
こ

に
生
息
す
る
生
物
は
、
地
球
上
に
生
存
し

て
い
る
生
物
の
50
～
80
％
に
達
す
る
と
の

こ
と
で
す
。
熱
帯
雨
林
の
消
失
は
動
植
物

に
と
っ
て
イ
ン
パ
ク
ト
が
大
き
く
、
種
の

維
持
が
困
難
に
な
る
ほ
ど
生
息
地
が
狭
め

ら
れ
る
可
能
性
が
あ
り
ま
す
。

（
2
）�

人
々
の
暮
ら
し
や
文
化
に
悪
影
響
を

も
た
ら
す

森
林
破
壊
は
社
会
問
題
と
密
接
に
結
び

つ
い
て
い
ま
す
。
現
在
、
世
界
人
口
の
５
分

３
．
森
林
破
壊
が
も
た
ら
す
影
響

の
１
に
相
当
す
る
約
16
億
人
が
森
林
を
生

活
の
糧
に
し
て
暮
ら
し
て
い
ま
す
。
そ
の
う

ち
７
，
０
０
０
万
人
が
先
住
民
で
す
。
森
林

が
失
わ
れ
る
こ
と
は
、
そ
う
し
た
人
々
の
暮

ら
し
や
文
化
を
奪
う
こ
と
に
つ
な
が
り
ま

す
。
そ
し
て
そ
れ
は
、
貧
困
や
飢
餓
の
問

題
に
直
結
し
ま
す
。
さ
ら
に
、
そ
れ
を
発

端
と
し
て
、
児
童
労
働
、
強
制
労
働
、
売

春
の
増
加
、
犯
罪
の
増
加
な
ど
の
社
会
問

題
を
引
き
起
こ
す
こ
と
が
懸
念
さ
れ
ま
す
。

（
3
）
気
候
変
動
に
悪
影
響
を
も
た
ら
す

植
物
は
、
光
合
成
に
よ
り
大
気
中
の
二

酸
化
炭
素
を
吸
収
し
体
内
に
固
定
し
ま

す
。
樹
木
の
集
合
体
で
あ
る
森
林
は
、
温

室
効
果
ガ
ス
で
あ
る
二
酸
化
炭
素
の
有
力

な
吸
収
源
で
す
。
森
林
破
壊
は
、
空
気
中

の
二
酸
化
炭
素
を
削
減
す
る
上
で
大
き
な

マ
イ
ナ
ス
と
な
り
ま
す
。

２
０
１
６
年
に
発
効
し
た
パ
リ
協
定

や
各
国
の
取
り
組
み
に
お
い
て
も
、
二
酸

化
炭
素
の
削
減
目
標
の
一
定
割
合
を
、「
森

林
に
よ
る
吸
収
」
が
担
う
こ
と
と
さ
れ
て

い
ま
す
。
つ
ま
り
、森
林
破
壊
が
続
く
と
、

パ
リ
協
定
の
目
標
達
成
が
一
層
困
難
と
な

り
、
地
球
温
暖
化
が
加
速
し
、
気
候
変
動

に
よ
る
大
規
模
災
害
が
増
加
す
る
こ
と
が

懸
念
さ
れ
ま
す
。

１
９
７
０
～
８
０
年
代
、
世
界
の
森
林

破
壊
が
急
速
に
進
み
、
深
刻
な
環
境
破
壊

が
国
際
的
に
懸
念
さ
れ
ま
し
た
。
そ
う
し

た
懸
念
を
背
景
と
し
、１
９
８
２
年
に「
緑

の
地
球
防
衛
基
金
」
は
発
足
し
ま
し
た
。

４
．
緑
の
地
球
防
衛
基
金
の
取
り
組
み

（写真６）当基金のタンザニア・モデル造林事業
（植林1992～2018年）。写真は、当基金のワーク
キャンプに参加し、村人とともに、キリマンジャロ山
麓の森林回復に取り組む皆様。

（写真８）当基金のベトナム・ラオカイ省植林事業（植
林2020～2024年）。写真は、植林現場で地ごしらえ
を行う地域住民。

（写真7）当基金は、途上国での植林が進捗するよう
機材を多数供与しました。写真は、タンザニア環境行
動協会にランドクルーザーを支援したもの。（2015年）

（写真５）当基金の中国・象山緑化事業（植林1990
～2000年）。写真は、植林事業に向かう韓城市民。
現在は緑豊かな山に生まれ変わり、市民の憩いの�
場所となっています。
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使
用
済
み
切
手
等
協
力
者

（
６
月
16
日
～
９
月
15
日
敬
称
略
）

安
西
敦
子
、
石
本
信
二
、
内
田
千
晶
、
大

内
、
海
宝
正
憲
、
久
保
田
央
子
、
鈴
木
敦
、

鈴
木
友
子
、
土
居
志
帆
、
中
野
寿
人
、
原

田
茂
實
、
麓
孝
文
、
前
田
佐
喜
子
、
牧
野

内
生
義
、
安
田
憲
俊
、
山
口
元
子
、
匿
名

同
法
人
・
団
体
協
力
者

（
６
月
16
日
～
９
月
15
日
敬
称
略
）

（
社
）
愛
知
県
社
会
福
祉
協
議
会
、（
社
）

青
森
県
社
会
福
祉
協
議
会
、
㈱
ア
ッ
プ

ワ
ー
ド
、（
社
）
石
川
県
社
会
福
祉
協
議

会
、
Ｓ
Ｂ
テ
ク
ノ
ロ
ジ
ー
㈱
、
Ｅ
Ｎ
Ｅ
Ｏ

Ｓ
㈱
関
東
第
２
支
店
、
㈱
Ｆ
Ｔ
Ｈ
Ｒ
プ
ロ

フ
ェ
シ
ョ
ナ
ル
ズ
、
尾
瀬
自
然
保
護
ネ
ッ

ト
ワ
ー
ク
、
鹿
島
建
設
㈱
、
柏
市
国
際

交
流
協
会
、
神
奈
川
少
年
友
の
会
、（
社
）

北
広
島
市
社
会
福
祉
協
議
会
、
㈱
キ
ャ
プ

テ
ィ
、
㈱
京
三
製
作
所
、
共
和
食
品
㈱
、

㈱
シ
ー
エ
ス
イ
ー
、
清
水
建
設
㈱
安
全
環

境
本
部
、
Ｊ
Ｍ
九
州
Ｆ
Ｃ
会
、
情
報
技
術

開
発
㈱
、
積
水
ハ
ウ
ス
不
動
産
中
部
㈱
、

通
㈱
、
ブ
リ
ヂ
ス
ト
ン
労
働
組
合
横
浜
支

部
、
丸
山
機
工
㈱
、
ミ
ヤ
通
信
工
業
㈱
、

㈱
ミ
ラ
イ
ト
・
ワ
ン
緑
の
会
、
㈱
む
さ
し

の
メ
タ
ル
、
ゆ
う
ち
ょ
銀
行
南
関
東
エ
リ

ア
本
部
、
リ
ゾ
ー
ト
ト
ラ
ス
ト
㈱
東
京
本

社
、
㈱
ロ
ッ
テ
、
和
興
フ
ィ
ル
タ
テ
ク
ノ

ロ
ジ
ー
㈱
、（
社
）
輪
島
市
社
会
福
祉
協

議
会新

入
個
人
会
員

（
６
月
16
日
～
９
月
15
日
敬
称
略
）

佐
藤
将
治
、
藤
岡
眞
理
、
麓
孝
文

寄
付
協
力
者

（
６
月
16
日
～
９
月
15
日
敬
称
略
）

㈱
Ｅ
Ｃ
Ｃ
、
Ｓ
Ｍ
Ｂ
Ｃ
フ
ァ
イ
ナ
ン
ス

サ
ー
ビ
ス
㈱
、大
槻
幸
一
郎
、海
宝
正
憲
、

黒
澤
一
雅
、
佐
藤
将
治
、
ジ
ャ
パ
ン
・
カ

イ
ン
ド
ネ
ス
協
会
、
福
田
順
子
、
ボ
ラ
ン

テ
ィ
ア
ベ
ン
ダ
ー
協
会
、
森
口
修
、
ラ
サ

商
事
㈱
、
渡
邉
公
伸

㈱
ダ
ス
キ
ン
、「
小
さ
な
親
切
」
運
動
愛

媛
県
本
部
、
デ
ン
タ
ル
プ
ロ
㈱
、
戸
田
建

設
㈱
、豊
田
安
全
衛
生
マ
ネ
ジ
メ
ン
ト
㈱
、

ト
ヨ
タ
モ
ビ
リ
テ
ィ
パ
ー
ツ
㈱
北
海
道
、

（
社
）
名
古
屋
市
社
会
福
祉
協
議
会
、
日

発
販
売
㈱
、
ニ
ッ
パ
ツ
・
メ
ッ
ク
㈱
、（
一

社
）
日
本
有
機
資
源
協
会
、
日
本
製
紙
㈱

紙
パ
ッ
ク
営
業
本
部
、
日
本
郵
便
㈱
市
川

大
洲
郵
便
局
、
パ
ナ
ソ
ニ
ッ
ク
ラ
イ
フ
ソ

リ
ュ
ー
シ
ョ
ン
ズ
労
働
組
合
、
日
立
情
報

通
信
エ
ン
ジ
ニ
ア
リ
ン
グ
㈱
労
働
組
合
、

（
社
）
枚
方
市
社
会
福
祉
協
議
会
、
富
士

使用済み切手等売上表（3月16日～6月15日）

未使用テレホンカード 50,470 円

未使用／使用済み切手 276,363 円

未使用／書き損じハガキ 24,000 円

外国コイン＆紙幣 1,760 円

合　　　　　計 352,593 円

たくさんの使用済み切手など
ありがとうございました

（お知らせ）（お知らせ）「地球にやさしいカード」助成事業「地球にやさしいカード」助成事業
第 14 回 研究 ･ 活動報告会の開催第 14 回 研究 ･ 活動報告会の開催

　11 月 11 日（金）に標記の報告会を開催します。
　新型コロナウイルス蔓延の影響から、直近２年間は残念ながら
活動報告会の開催を取りやめてきましたが、感染対策に留意しな
がら３年振りに開催します。
　様々な環境問題に取り組む助成団体のうち、本年は下記記載２
団体から日頃の活動状況が報告されます。
　入場無料です。多くの皆様に日頃の活動状況をお聴きいただけ
ればと願っています。こぞってご出席願います。

1．主　催　公益財団法人 緑の地球防衛基金 

2．後　援　SMBC ファイナンスサービス株式会社　

3．日　時　2022 年 11 月 11 日（金）14：00 〜 16：00

4．場　所　‌�馬事畜産会館２階会議室�  
〒 104-0033　東京都中央区新川 2-6-16

　　　　　（�地下鉄東西線・日比谷線「茅場町駅」徒歩 5 分�  
JR 京葉線・地下鉄日比谷線「八丁堀駅」徒歩 5 分 
都営バス　東京駅八重洲口発深川車庫前または 
東京ビッグサイト行きバス停「新川」下車徒歩 2 分）

5．研究・活動報告　

（１）「立山本来の生物多様性を守る」
� ＮＰＯ法人立山自然保護ネットワーク 

（２）「�特別天然記念物オオサンショウウオの生息地環境
保全活動」

� 真庭遺産研究会

参加ご希望の方は、いずれかの方法で、当基金にご連絡願います。
電話（03-3297-5505）、FAX（03-3297-5507）、
Email(defense@green.email.ne.jp)。締切りは11月9日。
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